
出展のご案内

広 げ よ う 畜 産 の 未 来

・20 ・215/19［水］ ［木］ ［金］2027.会期：

会場：愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）
［愛知県常滑市セントレア5丁目10番1号］

公益社団法人 中央畜産会
国際畜産総合展事務局
〒101-0021 東京都千代田区外神田2-16-2
第2ディーアイシービル9F

アクセス お問い合わせ

※本案内に記載の内容は予告なく変更されることがあります。 ※使用されている画像はイメージです。

◀公式ホームページ

【受付時間】土日・祝日を除く平日10：00～17：00

出展 料金

スケジュール

スポンサーシップ

国際畜産総合展では、通常出展の他に、展示会場内の広告
看板・制作物などへの社名・ロゴ掲載や、公式SNSにて
企業紹介などができるスポンサーシップを設けており
ます。詳細は、事務局までお問い合わせください。

通常出展

申込開始：2026年1月13日［火］　 申込締切：2026年7月31日［金］

1小間スペース（3m×3m＝9㎡）

1～5小間

6～20小間

21小間～

スペース

※締切日以前でも、満小間になり次第締め切らせていただきます。また、お申し込み小間数は
　事務局にて調整させていただく可能性もございますので、予めご了承ください。

○4小間以上の場合、原則スペースのみのお渡しとなります。壁面パネル、カーペットなどは
　付いておりませんので小間装飾は各出展者様で行ってください。
○4小間以上のパッケージ装飾をご希望の方は事務局までご相談ください。

パッケージ装飾 1～3小間をお申し込みの出展者様には、以下のパッケージ装飾を別途ご用意しております。

フードコーナー 1小間スペース（3m×2m=6㎡）

1小間

2小間

3小間

スペース 価格

124,300円（税込）
172,700円（税込）
231,000円（税込）

［仕様］
■システム壁面パネル（高さ：2.7m）
■カーペット（7色から選択）
■社名サイン
■スポットライト×3
■2口コンセント×1
　（100V/500W、電気幹線工事費・使用料込み） 

会員：中央畜産会中央会員・地方会員・賛助会員

［仕様］
■システム壁面パネル（高さ：2.7m）
■カーペット　■社名サイン 1小間

スペース 価格

55,000円（税込）

学術・研究エリア 1小間スペース（3m×3m=9㎡）

1小間
スペース 価格

110,000円（税込）
※大学・公的研究機関・学会のみのお申し込みとなります。　
　なお、施設・機械の展示はできません。

デモンストレーションエリア 1小間スペース（3m×3m=9㎡）

1小間
スペース 通常出展者 デモンストレーションエリアのみ

調整中 調整中

※詳細が決まり次第、
　Webサイトにて情報を公開いたします。

1枠45分
枠 通常出展者 企業プレゼンテーションのみ

①77,000円（税込） ②110,000円（税込）
※通常出展と併せて企業プレゼンテーションへ
　お申し込みの方は①の価格、
　企業プレゼンテーションのみをお申し込みの方は
　②の価格となります。

出展
申し込み
受付開始

2026年 2027年

搬入：17～18日
会期：19～21日

出展
申し込み
締切

小間割
決定

全体
スケジュール
（予定）

出展者
説明会

備品注文等の
Web申し込み
受付開始 来場者

事前登録開始

出展
スケジュール

出展料金をお振込ください。
入金確認が取れましたら
出展申し込み完了となります。

2026年1月13日（火）から下記Webサイトに
アクセスし、お申し込み用ページの
専用フォームに必要事項をご入力の上、
お申し込みください。

出展申し込み締切後に事務局で
内容を確認し、2026年8月末頃から
随時出展料金の請求書を
発行いたします。

一般価格（1小間あたり）

352,000円（税込）
330,000円（税込）
319,000円（税込）

220,000円（税込）
198,000円（税込）
187,000円（税込）

会員価格（1小間あたり）

※『出展宣言』は国際畜産総合展公式ホームページ等で公表させていただきます。対象は通常出展のみとなります。

早割
特典

〈参考費用〉 プラス
●一次幹線工事費及び電気使用料・・・16,500円（税込）
●2口コンセント（器具のみ）×1・・・・・・・・・・3,850円（税込）

愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）
愛知県常滑市セントレア5丁目10番1号

特別講演ステージ 壁面広告

お申し込みは2026年1月13日（火）からWebにて
専用フォームに必要事項を
入力し、お申し込みください。

2月 3月1月 2月 3月 4月 5月4月 5月 7月 8月 9月 1月10月 11月 12月6月

お車でお越しの方 愛知県国際展示場
（Aichi Sky Expo）

約1分約20分 約15分大高料金所より
知多半島道路へ

乗る

半田中央JCTで
セントレア方面に
分岐する

りんくう本線
料金所を通過して
空港島へ

電車でお越しの方 愛知県国際展示場
（Aichi Sky Expo）

徒歩5分名鉄常滑線 最速28分
名鉄名古屋駅

徒歩5分

羽田空港、成田国際空港

福岡空港

新千歳空港

愛知県国際展示場
（Aichi Sky Expo）

徒歩5分

約60分

約70分

約110分

中部国際空港
セントレア飛行機でお越しの方

名鉄中部
国際空港駅

○出展料は小間数の区分ごとに積み上げ方式とします。

例1 8小間の場合
（一般価格）

例2 23小間の場合（一般価格）

2025年12月26日（金）までに 出展宣言 し、かつ、2026年3月31日（火）までにお申し込みを
された場合、上記価格から５％割引となります。ご希望の方は事務局までご連絡ください。

5小間×352,000円＋ 3小間×330,000円＝2,750,000円（税込）
1小間あたりの価格1～5小間 1小間あたりの価格6～20小間

5小間×352,000円＋15小間×330,000円＋3小間×319,000円＝7,667,000円（税込）
1小間あたりの価格1～5小間 1小間あたりの価格6～20小間 1小間あたりの価格21小間～

～

新時代のオール畜産展が
いま始まる!

企業プレゼンテーション

主催：公益社団法人 中央畜産会



※本案内に記載の内容は予告なく変更されることがあります。 ※使用されている画像はイメージです。

ごあいさつ 学 術・研究エリア

デモンストレーションエリア

フードコーナー

ワークショップコーナー 特別ステージ

〈2024年来場実績〉

出展者数…216社（団体含む）
小間数……946小間
来場者数…23,298人

来 場 対 象

出展エリアイメージ

通常出展

企 業プレゼンテーション

　世界的な食料情勢の変化に伴う食料安全保障上のリスクの高まり、地球環境問題への対応、海外の市場の
拡大などにより、我が国の農業・畜産は大きな転換期を迎えております。国は令和6年5月に 食料・農業・農村
基本法 を改正し、畜産においても 酪農及び肉用牛の近代化を図るための基本方針 等、畜産施策に関する
基本方針を示しました。このことにより、日本の畜産は新たなステージに入ったと言っても過言ではありません。
　今こそ畜産業に携わる全ての方々が一堂に会し、これまでの経験や知識、技術、研究開発等について情報を
発信することにより、日本の畜産が持つ 力 を世界に示すときだと思います。
　そのために、中央畜産会では歴史ある 国際養鶏養豚総合展（IPPS）に酪農・肉用牛分野を加えた総合展
国際畜産総合展（ILE JAPAN）from IPPS を令和9年5月に愛知県常滑市で開催することといたし
ました。是非多くの皆様にご出展、ご参加いただき、皆様と一緒に日本の畜産の未来を広げていきたいと
考えております。

開催 概 要

2027年5月19日（水）～21日（金）
10：00～17：00  ※最終日のみ16：00まで

会　期 愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）
（愛知県常滑市セントレア5丁目10番1号）

会　場

公益社団法人 中央畜産会主　催

農林水産省、愛知県、常滑市、日本中央競馬会、地方競馬全国協会、（独）農畜産業振興機構、（公財）全国競馬・畜産振興会、（独）家畜改良センター、
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構、（公社）日本獣医師会

後　援

協　賛

国際畜産総合展2027 from IPPS名　称

300社・団体開催規模 30,000人来 場 者 入場無料（来場者事前登録をされた方のみ） 入 場 料 ※事前登録なしに入場される場合は、入場料1,000円（税込）がかかります。

畜産業に関わる全ての企業・団体が出展可能です！ ■養鶏生産者
■養豚生産者
■酪農生産者
■肉用牛生産者
■種卵・孵化場業者
■流通業者

■加工業者
■処理場業者
■肥飼料等関係者
■動物用医薬品等関係者
■資材関係者
■関係省庁

■地方自治体
■学術・研究関係者
■消費者
■農業・工業科学生
■その他

出展 対 象

施設・機械の分野（出展例）

農用トラクター　牧草・飼料用機械　飼料調製・貯蔵用施設・機械
家畜飼養管理用施設・機械・器具　生産物処理用施設・機械・器具（牛乳・卵等）
環境保全用施設・機械・器具（空調・脱臭装置等）
家畜排せつ物処理・利用施設・機械　畜舎　ICT関連　資材　等

動物用医薬品・獣医療　飼料・飼料添加剤　肥料・種苗　家畜改良・種畜
動物衛生　加工・流通　食品安全管理　経営関係
金融・リース　教育・就農支援　研究開発　輸出　地域畜産物　等

施設・機械以外の分野（出展例）

愛知県の行政機関　その他行政機関（国･都道府県･市町村）
各種メディア　その他畜産業の関連サービス

その他（出展例）

養鶏
25%

養豚
23%

環境
15%

飼料
9%

関連サービス・
システム
9%

種鶏・種豚
8%

医薬品
2%

フード
3%

その他
6%

※レイアウトはイメージです。実際のレイアウトは未定となります。

本展示会では、畜産業界に関連するあらゆる分野の出展が可能です。
養鶏・養豚・酪農・肉用牛をはじめとした畜産施設・機械・器具、飼料や動物用医薬品にワクチン、環境保全や資源循環に関する設備や
技術なども展示できます。さらには畜産業の振興に資する最新技術や研究成果まで、多彩な出展が可能です。
小間内では実物展示に加え、パネルや映像による技術発信、試供など多様な手法で自社の取り組みを表現していただけます。
来場者には全国の畜産経営者、技術者、研究者、流通・加工関係者など実需層が多数来場し、ビジネス交流や販路拡大、技術発信の絶好の
機会となります。畜産業界の未来を共に創る場として、ぜひご出展ください。

大学・公的研究機関・学会等による最新の研究成果や技術を発表できるエリアとなります。
基礎研究から応用研究まで幅広く紹介するとともに、スマート畜産や最先端の知見を共有し、
畜産業の発展に向けた交流と情報発信の場を提供いたします。
業界動向や研究成果、新技術の活用事例などをセミナー形式で発表していただくことも可能です。

フードコーナーでは、畜産物を活用した料理や地域の特産品を出品いただけます。来場者が
実際に 味わい、ご購入いただく ことで、商品の魅力を体験できるコーナーとなります。自社
商品のPRやブランド発信の場としてぜひご活用ください。

来場者が自由に参加できる体験型

プログラムのホストを募集します。

来場者と直接交流することで、自社

製品や技術を体験してもらえます。

また双方向のコミュニケーションで

信頼関係を築き、潜在顧客の獲得

やブランド認知の向上にもつながり

ます。業界内でのプレゼンス強化に

も最適な場です。

畜産分野で活躍する講師をお呼び

し、特別講演が行われるステージと

なります。最新の知見や課題解決の

ヒントを直接聞ける貴重な機会を

創出します。また、畜産関連団体に

よる多彩な催しも予定しており、

業界動向を幅広く発信する場と

なります。

企業プレゼンテーションでは、自社商品や畜産関連の取り組みをセミナー形式で発表できます。来場者へ直接アピールできる絶好の機会
としてご活用ください（企業プレゼンテーションのみのお申し込みも可能です）。

※時間や場所は変更となる可能性がございます。
※枠数には限りがございますので、ご希望に沿えない可能性がございます。
　プレゼンテーションの時間帯については事務局にて調整させていただきますので、予めご了承ください。

※火気の使用はできません。

※現在企画中となります。場合により内容が変更となる可能性がございます。
　予めご了承ください。

火気使用は禁止ですが、ホットプレートやIHコンロ等の使用は可能です。
※その他の注意事項につきましては、お申し込み後にお送りさせていただきます。

注意
事項

※詳しくは公式Webサイトをご確認ください。

下記いずれかの条件を満たしていること
①畜産物及び畜産物を原料とした加工食品等
②愛知県もしくは、近隣県の物産品等出展対象

各出展料金につきましては裏面をご覧ください

※火気の使用も可能です。

カタログや映像では伝えることができない製品・機器の
仕組みや特性を実際に稼働させることにより、来場者に
アピールできるエリアです。

↑
132m
↓

← 228m →

お申し込みは2026年1月13日（火）からWebにて
専用フォームに必要事項を
入力し、お申し込みください。

日 時

1  枠

場 所

席 数

備 品

45分（複数枠のお申し込みも可能）

会場内スペース

約80席

スクリーン、プロジェクター、マイク、レーザーポインター

2027年5月19日（水）～21日（金） ※最終日は15:00まで
10：30～/11：30～/13：00～/14：00～/15：00～/16：00～

　思い起こせば30数年前、私たちの先代が 出展者が展示しやすい価格で出展者も来場者も満足する
展示会 を目指して名古屋市の吹上ホールで開催したのが 第1回国際養鶏養豚総合展1992 でした。以降
３年に１度のペースで開催を予定するも、途中、鳥インフルエンザや口蹄疫、新型コロナウイルスの蔓延
などにより、延期、中止を余儀なくされることもありましたが、これらの苦難を乗り越え2024年には第10回を
開催するに至りました。
　新名称に from IPPS と付けたのは、従来の国際養鶏養豚総合展（IPPS）の想いをつなぎ、さらに
発展させるとの決意を込めたものです。
　 国際畜産総合展2027 from IPPS は、従来の養鶏養豚分野のみならず、畜産業に関わる全ての方々の
ご出展、ご参加が可能ですので、是非とも貴社製品のプロモーションの場としてご活用いただきますよう
お願い申し上げます。

公益社団法人 中央畜産会
国際畜産総合展開催実行委員会

委員長　中島 功雄

通常出展
（養鶏・養豚）

通常出展
（酪農・肉用牛）

ワーク
ショップ

愛知・常滑
エリア

フードコーナー企業
プレゼンテーション

特別ステージ
その他イベント

学術・研究

屋内屋内
屋外屋外

公益社団法人 中央畜産会

会長　森山 

全国農業協同組合連合会、全国酪農業協同組合連合会、全国畜産農業協同組合連合会、全国開拓農業協同組合連合会、日本養鶏農業協同組合連合会、
（公社）全国農業共済協会、（公社）畜産技術協会、（一社）家畜改良事業団、（公社）日本食肉格付協会、（協）日本飼料工業会、（一社）全国肉用牛振興基金協会、
（一社）日本養豚協会、（一社）日本養鶏協会、（一社）日本食鳥協会、（一社）日本種鶏孵卵協会、（一社）日本卵業協会、（公財）畜産近代化リース協会、
（一財）畜産環境整備機構、日本養豚事業協同組合、（公社）日本動物用医薬品協会、（一社）日本畜産物輸出促進協会

※順不同 2025年10月現在




